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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成28年7月7日(2016.7.7)

【公開番号】特開2016-66986(P2016-66986A)
【公開日】平成28年4月28日(2016.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-026
【出願番号】特願2015-36460(P2015-36460)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/405    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    1/40     　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｊ    2/52     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月17日(2016.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　前記ハーフトーンアルゴリズムとして、ディザ法、誤差拡散法、又はダイレクトバイ
ナリーサーチ法のうちのいずれかの手法が採用される請求項２に記載の印刷システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項４】
　前記ハーフトーンパラメータには、ディザ法におけるディザマスクのサイズ、及び閾値
、誤差拡散法における誤差拡散マトリクスのサイズ、拡散係数、及び各誤差拡散マトリク
スの適用階調区間の設定、ダイレクトバイナリーサーチ法における画素の更新回数、及び
交換画素範囲、並びにシステム誤差耐性の評価用パラメータのうち少なくとも一つのパラ
メータが含まれる請求項２又は３に記載の印刷システム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　第３態様として、第２態様の印刷システムにおいて、ハーフトーンアルゴリズムとして
、ディザ法、誤差拡散法、又はダイレクトバイナリーサーチ法のうちのいずれかの手法が
採用される構成とすることができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１５】
　第４態様として、第２態様又は第３態様の印刷システムにおいて、ハーフトーンパラメ
ータには、ディザ法におけるディザマスクのサイズ、及び閾値、誤差拡散法における誤差
拡散マトリクスのサイズ、拡散係数、及び各誤差拡散マトリクスの適用階調区間の設定、
ダイレクトバイナリーサーチ法における画素の更新回数、及び交換画素範囲、並びにシス
テム誤差耐性の評価用パラメータのうち少なくとも一つのパラメータが含まれる構成とす
ることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　第５１態様として、第１態様から第４９態様のいずれか一態様の印刷システムにおいて
、特性パラメータのうち、システム仕様に関する特性パラメータを記憶する特性パラメー
タ記憶手段と、特性パラメータ取得用チャートが記憶される特性パラメータ取得用チャー
ト記憶手段と、特性パラメータ取得用チャート記憶手段に記憶されている特性パラメータ
取得用チャートの中から特性パラメータ取得用チャートを選択する特性パラメータ取得用
チャート選択手段と、を備え、特性パラメータ取得用チャート選択手段は、特性パラメー
タ記憶手段に記憶されているシステム仕様に関する特性パラメータの中から取得したシス
テム仕様に関する特性パラメータに基づいて特性パラメータ取得用チャートを選択し、特
性パラメータ取得用チャート出力手段は特性パラメータ取得用チャート選択手段によって
選択された特性パラメータ取得用チャートを出力し、画像読取手段は、特性パラメータ取
得用チャート出力手段により出力された特性パラメータ取得用チャートを読み取り、特性
パラメータ取得手段は、画像読取手段によって得られた特性パラメータ取得用チャートの
読取画像を解析することにより特性パラメータを取得する構成とすることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２０】
　誤差拡散マトリクスの適用階調区間は、例えば、８ビット階調の場合に、０－５０、５
１－１００、１０１－１５０、１５１－２００、２０１－２５５の５段階に分けることが
できる。適用階調区間の区切り方は様々な定め方が可能であり、２以上の整数ｍとしてｍ
段階に均等区分してもよいし、不均等な任意の階調領域に区分けしてもよい。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３０】
　まず、ハーフトーンの初期画像を準備する（ステップＳ４２）。ハーフトーンの初期画
像の生成方法は、公知のVoid-and-Cluster法に従う。つまり、ある特定階調のシミュレー
ション画像にフィルタを畳み込んだエネルギー画像において、エネルギー最大値の画素を
ドットが密なクラスタ画素と見なし、エネルギー最小画素をドットが疎なボイド画素と見
なし、クラスタ画素とボイド画素の交換を繰り返すことにより、初期画像が生成される。
特定階調としては、例えば、最大濃度の５０％程度の階調値とし、０－２５５階調で表現
される画像データにおける階調値「１２８」の初期画像を生成する。
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４５】
　本例のハーフトーン選択用チャート１５０では２種類のハーフトーン処理規則のそれぞ
れのハーフトーン処理に関して、Ｃ、Ｍ、Ｙ、Ｋの各１次色について、階調値０から２５
５の階調域を「１６」刻みで１６段階に分けた合計３２個の１次色パッチ１５１、１５２
が並んでいる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４６】
　図１５では、図示の便宜上、階調ステップの一部を省略して、パッチ数を減じて描いて
いるが、ＣＭＹＫの各色について、階調値１６、３２、４８、６４、８０、９６、１１２
、１２８、１４４、１６０、１７６、１９２、２０８、２２４、２４０、２５５の各階調
値に対応する１次色パッチ１５１、１５２が記録される。符号１５１は、第１のハーフト
ーン処理規則の処理結果による１次色パッチを示し、符号１５２は第２のハーフトーン処
理規則の処理結果による１次色パッチを示している。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５５８】
　図４７に示した画像処理装置２１は、図３に示した画像処理装置２０に対して、印刷モ
ード選択部２４０、特性パラメータ取得用チャート記憶部２４２、及びチャート出力条件
設定部２４４を備えている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１５
【補正方法】変更
【補正の内容】



(4) JP 2016-66986 A5 2016.7.7

【図１５】
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